
ı学会・研究会・講演会
などのお知らせ

2014年度ジャムズネット東京
第3回講演会

日時：8月2日(土)15：00～18：15

会場：明治学院大学白金校舎10階

大会議場(東京都港区)

テーマ：海外で働く―危機の時代の

メンタルヘルス

プログラム：基調講演「緊急事態に

おけるメンタルヘルスケア―海外と

日本，急性期と中長期」重村淳(防

衛医科大学校精神科)／ 講師>仲本

光一(外務省診療所)，鈴木満(外務

省人事課)，勝田吉彰(関西福祉大

学)ほか

※終了後に懇親会あり(参加費1000

円)，参加自由

申し込み方法：下記アドレス宛に，

氏名・所属・連絡先・懇親会参加有

無を記載のうえ，7月26日までに

送付

amsnettokyoinfo＠gmail.com

URLhttp://www.jamsnettokyo.org/

コミュニケーションワーク
「心理リスナー」IN鹿児島
じっくり「観想」でき
「物語る」リスナーへ

日時：8月7日(木)，8日(金)9：30

～16：30

会場：鹿児島県教職員互助組合会館

(7日)，鹿児島県文化センター(8

日)(ともに鹿児島県鹿児島市)

プログラム

［8月7日］

「傾聴・観想・物語ることで人は肯

定される」

［8月8日］

「分かちあうことで人はつながる」／

特別講演「ないとはいえない心の病

の相談・精神的混乱と人とのカウン

セリング」

講師：富田富士也(子ども家庭教育

フォーラム，日本外来精神医療学

会)，荻野ゆう子(子ども家庭教育フ

ォーラム，日本精神衛生学会)

参加費：2万4000円(1日1万2000

円)，通信代別途1000円

申し込み・問い合わせ先：子ども家

庭教育フォーラム

〒270-2253 千葉県松戸市日暮2-

6-7 ベルテ松戸101

☎047-394-6000

FAX047-394-6010

URLhttp://www.kodomoforum.com/

第2回
ふじのくに健康長寿サミット

日程：9月6日(土)

会場：ふじのくに千本松フォーラム

(プラサ ヴェルデ)(静岡県沼津市)

プログラム：「スマート・ライフ・

プロジェクトについて」厚生労働省

健康局がん対策・健康増進課╱「第

2回健康寿命をのばそう アワー

ド」受賞者による事例発表╱パネル

討論「ふじのくにの健康づくり―健

康寿命日本一の推進に向けて」静岡

県健康福祉部，木苗直秀(静岡県立

大学)，高田都子(高田薬局)，コー

ディネーター：尾島俊之(浜松医科

大学)╱「知事とスマート・ライフ・

プロジェクト応援団によるトークシ

ョー」静岡県知事と乃木坂46╱静

岡県健康づくり食生活推進協議会に

よる活動発表╱長寿者レクリエーシ

ョンダンス，キッズチアダンス╱健

康づくり抽選会

問い合わせ先：静岡県健康福祉部医

療健康局健康増進課

☎054-221-2779

「がん治療と暮らしサポーター」
研修
第1期集中講座

日程

［Aカリキュラム］9月6日(土)，7

日(日)

［Bカリキュラム］11月1日(土)，

2日(日)

会場：田附興風会医学研究所北野病

院セミナーホール(大阪府大阪市)

プログラム

〔Aカリキュラム〕

［9月6日］

「暮らしを支える」竹田寛(桑名市総

合医療センター)／「患者の立場に立

って理解する―痛みを例に」安井久

晃(京都医療センター腫瘍内科)／

「セルフマネジメントを支える」山

田みつぎ(千葉県がんセンター通院

化学療法室)／「感染から自分を守

る」辻村秀樹(千葉県がんセンター

外来化学療法科)／「QOL(暮らしの

質)を支える口腔ケア」山田みつ

ぎ／「元気を支える容貌ケア(※実技

あり)」有働みどり(大阪警察病院)，

山崎多賀子(美容ジャーナリスト)

［9月7日］

「社会資源を活用する」村田庄司(北

野病院事務)／「暮らしと運動習慣」

小松泰喜(東京工科大学医療保健学

部理学療法学科)／「よりよく食べ

る」岩田加壽子(三重大学医学部附

属病院病院)，丹羽真清(デリカフー

ズ株式会社)

〔Bカリキュラム〕

［11月1日］

「患者さんを支える者としての構え」

藤井信吾(北野病院)／「情報を，適

切に探す」小林隆志(鳥取県立図書

館支援協力課)／「家族との関係を再

構築する」田中登美(兵庫医療大学

看護学部)／「リンパ浮腫ケアで少し

でも快適に(※実技あり)」田中登

美，佐藤佳代子(後藤学園附属リン

パ浮腫研究所)／「一人ひとりの妊

娠・出産」鈴木直(聖マリアンナ医

科大学産婦人科学教室)／「QOL(暮

らしの質)を支えるスキンケア」山

﨑直也(国立がん研究センター中央

病院皮膚科)

［11月2日］

「がん治療と働くこと」荒木葉子(荒

木労働衛生コンサルタント事務

所)／「こころをみる こころを支え

る」丸田俊彦(米国メイヨ・クリニ

1348-8333/14/¥500/論文/JCOPY736保健師ジャーナル Vol.70No.082014

 

 ©
IG
A
K
U
-S
H
O
IN
 L
td
, 2
01
4 

2026/09/30 12:20:21



ック精神科)，岡山慶子(キャンサー

リボンズ)／「『自分らしく』を支え

る『社会』で支える」中村清吾(昭

和大学医学部乳腺外科)

定員：100名(先着順)

参加費：各1万5000円＋税(テキス

ト，1日目の弁当代含む，当日現金

払い)

対象：看護師・薬剤師・管理栄養

士・医療ソーシャルワーカーなど医

療従事者，在宅医療や産業保健に携

わる人，病院の相談支援センタース

タッフ・医療クラーク・事務スタッ

フなど患者さんサポートの機会が多

い人，患者さんサポートに関連する

企業，職種の人

申し込み方法：下記E-mailアドレ

スに，件名を「サポーター集中講

座」とし，本文に①受講希望カリキ

ュラム(A，Bもしくは両方)，②氏

名，③職種や立場，③所属，③受講

票送付先住所(勤務先の場合は勤務

先名・部署)，⑤日中つながる電話

番号，④メールアドレスを明記のう

え送付

申し込み・問い合わせ先：キャンサ

ーリボンズ

〒104-0045 東京都中央区築地2-

12-10 築地MFビル26号館5階

☎03-3546-6101

ribbonz＠ellesnet.co.jp

URLhttp://www.ribbonz.jp/

日本養護教諭教育学会
第22回学術集会

日程：10月11日(土)，12日(日)

会場：千葉大学西千葉キャンパス

(千葉県千葉市)

テーマ：グローバル時代を迎えた今

―新たなる養護実践の創造

プログラム：教育講演「学校臨床の

視角―その奥深さと豊かさ」磯邉聡

(千葉大学教育学部)／ワークショッ

プ「授業の達人から学ぶ―保健学

習・保健指導に活かす技など／シン

ポジウム／一般発表(口演，ポスタ

ー，ラウンドテーブル)／自由集

会／学会助成研究

＊詳細は下記URL参照

参加費

(8/31までに申し込み)4000円，

(9/1以降申し込み)4500円，学生・

大学院生2000円(抄録集含む)，抄

録集のみ2000円

問い合わせ先：日本養護教諭教育学

会 第22回学術集会実行委員会事

務局

〒263-8522 千葉県千葉市稲毛区弥

生町1-33 千葉大学教育学部

☎・FAX043-290-2638

ykkg22＠gmail.com

URLhttp://www.jayte22.jp

第11回
日本周産期メンタルヘルス
研究会学術集会

日程：11月13日(木)，14日(金)

会場：大宮ソニックシティ4階「市

民ホール」(埼玉県大宮市)

テーマ：周産期医療の現場から

プログラム

［11月13日］

ワークショップ／ランチョンセミナ

ー／総会／会長講演「協力的な治療

関係を作るための精神療法―『理解

に基づく共感』，共同決定とペイシ

ャント・エンパワーメント」堀川直

史(埼玉医科大学総合医療センター

精神科)／ワークショップ／事例検

討／懇親会

［11月14日］

ワークショップ／事例検討／ランチ

ョンセミナー／特別講演「周産期メ

ンタルヘルスと児童虐待の予防」木

下勝之(日本産婦人科医会)／ワーク

ショップ／教育講演「妊娠，出産，

授乳に関係する向精神薬の使い方」

鈴木利人(順天堂越谷病院精神科)

参加費：会員(事前登録あり)3000

円，会員(事前登録なし)3500円，

臨時会員4000円，学部・大学院学

生1000円

申し込み方法・問い合わせ先：詳細

は下記URLを参照

URL http://www.waaint.co.jp/

jspmh11th/

第34回日本看護科学学会
学術集会

日程：11月29日(土)，30日(日)

会場：名古屋国際会議場(愛知県名

古屋市)

テーマ：看護ケア学の構築を目指す

―研究成果を臨床へ

プログラム：会長講演「看護ケア学

構築へ向けての展望」鎌倉やよい

(愛知県立大学)／特別講演Ⅰ「看護

ケアを科学する方法論の構―褥瘡ケ

アの体系化を目指して」真田弘美

(東京大学)，Ⅱ「行動の原理からみ

る看護環境のアレンジ」坂上貴之

(慶應義塾大学)／教育講演Ⅰ「ケア

の効果を測定するシングルケース研

究法」井上雅彦(鳥取大学)，Ⅱ「脳

卒中患者の背面開放座位ケアプログ

ラム―開発・還元・定着のプロセス

―そして課題」大久保暢子(聖路加

看護大学)／シンポジウムⅠ「実践

の課題を研究へ―看護ケアプログラ

ムの開発」，Ⅱ「看護ケアプログラ

ムのイノベーションに向けた方

略」／ワークショップ，一般演題，

交流集会，市民フォーラム，ナーシ

ング・サイエンス・カフェなど

参加費

(10/3までに申し込み)会員1万円，

非会員1万2000円

(当日)会員1万2000円，非会員1

万4000円

学生3,000円

申し込み方法：下記URLより

問い合わせ先：第34回日本看護科

学学会学術集会運営事務局

〒460-0008 愛知県名古屋市中区栄

3-32-20 朝日生命矢場町ビル 株

式会社コンベンションリンケージ

☎052-262-5070

FAX052-262-5084

jans34＠c-linkage.co.jp

URLhttp://www.c-linkage.co.jp/

jans34/
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